





































































































































































































































































































































































































































Ⅴ ま と め
本研究では，政治の中心地における変化の様子について考える学習活動を単元計画に位置付
け，単元「武士の世の中」における学習内容の改善を図る歴史学習の指導方法について，「政
治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付ける意義」と「物事の背景を考え
る力を養う授業の工夫」の2点から論じた。その成果を以下に示す。
・「政治の中心地」を取り上げたことで，室町時代における武士の政治に関する教育内容を取
り上げる歴史学習に有効性があることや，天皇や朝廷と武士との関係に着目させる学習を展
開することに有効であることが分かった。
・「開幕するとしたら鎌倉と室町のどちらかを考える学習活動」を設定し，意志決定して話し
合わせることで，友達の意見を聞き合い，みんなで疑問を解決する学習活動のよさや楽しさ
を感じさせることに有効であった。
一方，課題については，社会的事象の意味を考える話合い活動で，明確な根拠となる知識を
もたせるために，取り上げるべき人物を吟味したり，その人物を追究する時間を，単元構成に
効果的に位置付けたりすることが必要であった。
本研究において，政治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付けたことで，
課題や改善点を残しつつも，一定の有効性が授業実践を通して明らかになった。それは，室町
時代の教育内容として，従来の室町文化に加え，室町時代（戦国時代も含む）における政治の
働きを理解させ，天皇や朝廷と武士との関係についても着目して歴史的な見方や考え方を養う
ことが可能になったためである。
小学校第6学年歴史学習は，次期学習指導要領において大きな変化があるとは言えない。た
だし，中世，特に室町時代における学習については，室町文化を中心に学ぶ教育内容に加え，
政治の働きや様子についても学ぶ必要性があると考える。児童が興味，関心を高め，歴史を学
ぶ意味を考えながら，楽しく学ぶためには，時代の流れを視点として必然性のある歴史的事象
を捉えることが大切だと考えるためだ。その中で，日本の歴史における大きな特徴の1つであ
る「天皇制が途絶えず，今もなお存続している」という歴史的事実を，小学校の歴史学習の段
階でも学習するとよいのではないだろうか。
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